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　市議会だよりは２月、５月、８月、11
月の第２土曜日（定例会
号）、１月１日（新年号）
に発行します。
　次回は２月定例会号を
発行予定です。

●議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています●

補
正
予
算
は
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
活
用
事
業
委
託
料
な
ど

12月定例会

◆
主
な
議
案

　

令
和
７
年
12
月
31
日
ま
で
に
全
て
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
効
力
が
失
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
同
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
定
め
る
本
条
例
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

○
市
川
市
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

○
市
川
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
市
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

市
川
市
立
大
洲
小
学
校
（
仮
称
）
教
室
棟
増
築
工
事
請
負
変
更
契
約
な
ど
の
専
決
処
分

の
報
告
３
件
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報　
　
告

　

国
の
状
況
等
を
考
慮
し
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
道
路
占
用
料
の
額
を

見
直
し
、
道
路
法
施
行
令
に
合
わ
せ
て
占
用
物
件
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
】

　

「
本
条
例
の
改
正
に
関
し
て
は
、
令
和
７
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
一
度
議
案
が
提
出

さ
れ
た
が
、
改
定
す
る
道
路
占
用
料
の
額
に
つ
い
て
更
に
精
査
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
撤
回
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
議
案
に
よ
り
道
路
占
用
料
を
見
直
し
た
場

合
、
前
回
提
出
さ
れ
た
も
の
と
比
べ
、
歳
入
は
ど
の
程
度
増
加
す
る
の
か
」
と
の
質
疑
に

対
し
、「
令
和
８
年
度
に
つ
い
て
は
、
約
４
８
０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
お
り
、
９
年

度
及
び
10
年
度
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
１
５
０
０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
」

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
歳
出
に
お
い
て
、
統
計
調
査
調
査
員
等
報
償
金
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
活
用
事
業
委
託
料
、
相
之
川
地
区
浸
水
対
策
実
施
設
計
委
託
料
、
二
俣
地
区

排
水
路
改
良
工
事
費
、
校
舎
等
改
修
工
事
費
な
ど
、
歳
入
に
お
い
て
、
児
童
手
当
負
担
金
、

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
、
諸
統
計
調
査
委
託
金
、
消
防
救
急
無
線
再
整
備
事
業
助
成

金
収
入
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
14
億
６
１
５
７
万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
１

９
４
４
億
72
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
】

　

「
小
学
校
費
の
施
設
修
繕
料
３
千
万
円
及
び
中
学
校
費
の
施
設
修
繕
料
２
５
０
０
万
円

の
内
訳
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
小
学
校
施
設
修
繕
料
３
千
万
円

の
う
ち
、
宮
田
小
学
校
の
冷
暖
房
設
備
設
置
費
用
が
１
千
万
円
、
妙
典
小
学
校
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
修
繕
費
が
３
４
３
万
５
千
円
、
残
り
が
突
発
的
修
繕
の
対
応
費
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
中
学
校
施
設
修
繕
料
２
５
０
０
万
円
の
う
ち
、
第
一
中
学
校
の
冷
暖
房
設
備
設
置

費
用
が
１
５
０
０
万
円
、
残
り
が
突
発
的
修
繕
の
対
応
費
と
な
っ
て
い
る
」
と
の
答
弁
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
は
ど
の
程
度
を
見
込
ん
で
補
正
予

算
を
計
上
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
約
１
１
５
０
万
円
の
支
出
の
内
訳
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
寄
附
額
は
、
当
初
予
算
の
見
込
み
か
ら
、
２
５
７
０
万
円

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
支
出
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
経
費
と
し
て
、
寄
附
額
の
お
お
む
ね
10
％
の
約
２
７
０
万
円
、
返
礼
品
の

経
費
と
し
て
約
８
８
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
は
、
令
和
７
年
12
月
定
例
会

を
11
月
28
日
か
ら
12
月
12
日
ま
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
、「
市

川
市
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用
に

関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て
」、「
市

川
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」、「
市
川
市
道

路
占
用
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
」、「
令
和
７
年
度
市
川
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）」
な
ど
の
議
案

10
件
と
報
告
３
件
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ

ら
を
一
括
議
題
と
し
て
９
会
派
が
代
表

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、「
病
院
へ
の
緊
急
支

援
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
」、「
部
活
動
の
地
域
展
開
（
移
行
）

に
対
す
る
国
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」、「
保
育
士
配

置
基
準
の
引
上
げ
の
早
期
完
全
実
施
と

さ
ら
な
る
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
」、「
巨
大
災
害
発
生
に
対

す
る
体
制
整
備
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
」、「
地
方
税
財
源
の
充
実

確
保
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
」
な
ど
の
発
議
案
10
件
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
、
23
人
の
議
員
に
よ

る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
市
長
提

出
議
案
の
10
件
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議

案
に
つ
い
て
は
、
提
出
さ
れ
た
意
見
書

案
10
件
の
う
ち
、
７
件
を
可
決
、
３
件

を
否
決
し
ま
し
た
。

　

（
代
表
質
問
は
２
～
４
面
、
一
般
質

問
は
５
～
７
面
、
審
議
結
果
一
覧
は
８

面
に
掲
載
）

市川市のふるさと納税の返礼品
左上：市川のなし　右上：行徳のノリ　左下：動植物園の一日飼育員体験　右下：デジタル地域通貨ＩＣＨＩＣＯのふるさとポイント

市
長
提
出
議
案
　
件
を
可
決

10
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　市川市議会では、年４回の各定例会で、会派（結成には３人以上の議員が必要）ごとに市長提出議案等その

他市政全般について問う代表質問を行います。６・９・12月定例会における各会派の発言時間は、原則３日間

の総会議時間を、会派数及び会派の所属人数に応じて割り振って決定します。質問は総括質問者が行う他、補

足質問者を立てることができます。ここでは、各会派が指定した項目の質問・答弁を要約して掲載しました。

※12月定例会の代表質問は 11月 21日に通告を締め切り、11月 28日から３日間の日程で行いました。

※各会派の名称及び所属議員は、代表質問実施時点のものとしています。

令
和
７
年
11
月
に
市
川
市
教
育

振
興
大
綱
具
体
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
策
定
し
た
。
こ
れ
は
他
市
に

は
な
い
本
市
独
自
の
取
り
組
み

で
あ
る
反
面
、
市
長
が
教
育
内

容
に
過
度
に
介
入
し
て
い
る
と

の
印
象
も
受
け
る
が
、
本
市
に

必
要
と
考
え
た
理
由
を
問
う
。

ま
た
、
具
体
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

示
さ
れ
た
将
来
像
に
は
、『
～

市
川
ク
オ
リ
テ
ィ
・
ロ
ゴ
ス
～

「
言
葉
の
力
で
未
来
を
拓
く
市

川
の
教
育
」』
と
い
う
表
現
を

掲
げ
て
い
る
。「
ロ
ゴ
ス
」
と

い
う
言
葉
は
な
じ
み
が
薄
い
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由

で
こ
の
言
葉
を
用
い
た
の
か
。

答　
市
川
市
教
育
振
興
大
綱
の

推
進
を
実
行
力
の
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
取
り
組
み
期

間
を
明
示
し
た
上
で
具
体
的
か

つ
明
確
な
方
針
及
び
そ
れ
を
具

現
化
す
る
取
り
組
み
を
セ
ッ
ト

と
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

お
り
、
市
民
の
代
表
で
あ
る
市

長
が
具
体
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
策

定
し
た
こ
と
で
、
よ
り
市
政
と

連
携
し
た
教
育
施
策
に
な
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
本
市
の
教
育
に
つ

い
て
文
部
科
学
省
出
身
の
教
育

長
と
様
々
な
話
し
合
い
を
重
ね

て
き
た
中
で
、
本
市
の
小
学
校
、

中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
文

章
を
読
み
解
く
力
、
読
解
力
に

課
題
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き

た
。
そ
こ
で
、
読
解
力
、
言
葉

を
読
み
取
る
力
、
文
章
を
作
る

力
、
更
に
は
、
行
間
も
感
じ
取

れ
る
感
性
の
豊
か
さ
を
、
本
市

で
義
務
教
育
を
受
け
て
成
長
す

る
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

言
葉
あ
る
い
は
理
論
と
い
う
意

味
の
あ
る
「
ロ
ゴ
ス
」
と
い
う

言
葉
を
使
う
こ
と
と
し
た
。

問　
市
長
は
市
川
市
総
合
教
育

会
議
で
の
協
議
内
容
を
踏
ま
え
、

市
川
ク
オ
リ
テ
ィ

・

ロ

ゴ

ス

新
し
い
流
れ

松
永
　
鉄
兵

沢〔
総
括
質
問
者
〕

田
あ
き
ひ
と

に
し
む
た
勲

石〔
補
足
質
問
者
〕

原
よ
し
の
り

問　
柏
井
少
年
広
場
は
、
市
が

地
権
者
７
人
か
ら
無
償
で
土
地

を
借
り
る
契
約
を
締
結
し
、
約

43
年
間
、
主
に
少
年
野
球
場
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
地
権

者
か
ら
は
土
地
の
買
い
取
り
要

望
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状

を
問
う
。
ま
た
、
同
広
場
周
辺

の
道
路
拡
幅
等
を
行
え
ば
、
当

該
土
地
の
価
値
は
高
ま
る
と
考

え
る
。
今
後
、
契
約
を
終
了
し

た
際
に
は
、
当
該
土
地
の
価
値

を
高
め
た
上
で
返
却
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
当
該
土
地
に
つ
い
て
は
、

３
年
ご
と
に
使
用
貸
借
契
約
を

更
新
し
て
き
て
お
り
、
現
在
は

令
和
９
年
度
末
ま
で
の
契
約
を

締
結
す
る
方
向
で
地
権
者
と
協

議
し
て
い
る
。
地
権
者
か
ら
買

い
取
り
要
望
は
あ
る
が
、
同
広

場
の
あ
る
地
区
に
お
い
て
公
園

や
道
路
等
の
整
備
計
画
が
な
い

こ
と
か
ら
、
要
望
に
応
え
る
こ

と
は
難
し
い
。
当
該
土
地
を
返

却
す
る
場
合
は
、
土
地
上
の
物

件
を
撤
去
し
た
上
で
整
地
し
て

返
却
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

契
約
当
初
の
土
地
の
状
態
等
に

関
す
る
調
査
結
果
も
踏
ま
え
、

地
権
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　
柏
井
町
の
都
市
計
画
道
路

３
・
３
・
９
号
柏
井
大
町
線
の

整
備
計
画
は
、
地
域
住
民
に
と

っ
て
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
考

え
る
。
当
該
道
路
の
計
画
予
定

地
の
う
ち
、
事
業
認
可
さ
れ
て

い
な
い
区
間
の
計
画
地
で
は
、

県
が
土
地
を
取
得
し
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
民
間
事
業
者
が

土
地
を
取
得
し
、
宅
地
開
発
を

進
め
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
市
が
宅
地
開
発
を
許
可

す
る
場
合
の
考
え
方
を
問
う
。

答　
事
業
認
可
さ
れ
た
区
間
内

の
場
合
、
事
業
遂
行
の
妨
げ
と

な
る
開
発
行
為
は
制
限
さ
れ
る

が
、
事
業
認
可
さ
れ
て
い
な
い

区
間
の
場
合
、
開
発
行
為
の
設

計
が
基
準
に
適
合
し
て
い
れ
ば

許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

県
に
対
し
、
事
業
認
可
さ
れ
て

い
な
い
区
間
に
つ
い
て
、
早
期

の
事
業
化
を
要
望
し
て
い
く
。

問　
Ｊ
Ｒ
市
川
大
野
駅
前
の
市

道
０
１
２
８
号
は
、
地
域
の
住

民
や
学
生
な
ど
に
多
く
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
歩
道
が
非
常
に

狭
い
。
そ
こ
で
、
本
市
が
進
め

て
い
る
当
該
市
道
の
道
路
拡
幅

整
備
事
業
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　
当
該
市
道
は
、
路
線
バ
ス

も
運
行
し
て
い
る
幅
員
８
ｍ
の

幹
線
道
路
で
あ
る
が
、
道
路
の

片
側
に
し
か
歩
道
が
な
く
、
幅

員
も
１
・
５
ｍ
と
狭
い
た
め
、

歩
行
者
の
す
れ
違
い
や
車
い
す

利
用
者
の
円
滑
な
通
行
に
支
障

を
来
し
て
い
る
区
間
が
あ
る
。

本
事
業
は
、
そ
の
区
間
に
つ
い

て
道
路
幅
員
を
18
ｍ
に
拡
幅
し
、

道
路
両
側
に
４
ｍ
の
歩
道
を
設

置
す
る
ほ
か
、
無
電
柱
化
を
進

め
る
も
の
で
あ
り
、
令
和
４
年

度
か
ら
５
年
度
に
か
け
て
予
備

設
計
や
住
民
説
明
会
を
行
い
、

現
在
は
、
用
地
買
収
の
た
め
の

権
利
者
調
査
を
進
め
て
い
る
。

創
生
市
川
・
自
民
党
第
１

稲
葉
　
健
二

つ
か
こ
し
た
か
の
り

石
原
た
か
ゆ
き

石
原
み
さ
子

小
泉
　
文
人

加〔
総
括
質
問
者
〕

藤
　
武
央

岩
井
　
清
郎

柏
井
少
年
広
場

の

土

地

都
市
計
画
道
路

３
・
３
・
９
号

Ｊ
Ｒ
市
川
大
野
駅
前

の
歩
道
拡
幅

主に少年野球場として使用されている柏井少年広場

市川市総合教育会議フリースクールなど学校以外の居場所の提供を

れ
い
わ
・
無
所
属
・
共
生
の
会

門
田
　
直
人

と〔
総
括
質
問
者
〕

く
た
け
純
平

増
田
　
好
秀

問　
教
育
機
会
確
保
法
で
は
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
及
び
そ
の

保
護
者
に
対
し
、
必
要
な
情
報

の
提
供
や
、
そ
の
他
の
支
援
等

を
行
う
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
と
し
て
い
る
。
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
等
の
居
場
所
の
情
報

提
供
の
現
状
及
び
子
ど
も
の
自

殺
が
増
え
る
と
さ
れ
る
長
期
休

暇
明
け
前
等
に
、
学
校
以
外
の

居
場
所
や
相
談
先
の
情
報
を
保

護
者
メ
ー
ル
等
で
共
有
す
る
こ

と
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
問
う
。

ま
た
、
大
洲
中
学
校
夜
間
学
級

を
多
様
な
学
び
の
選
択
肢
と
位

置
付
け
、
不
登
校
の
中
学
生
が

利
用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　
教
育
委
員
会
は
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
を
含
む
児
童
生
徒
の

学
校
外
で
の
居
場
所
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
「
千
葉
県
版
児
童
生

徒
・
保
護
者
の
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ

ド
」
を
各
校
に
配
付
し
て
お
り
、

学
校
に
よ
っ
て
は
夏
休
み
前
に

本
ガ
イ
ド
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知
し
て
い
る
。
今
後
、
保
護

者
メ
ー
ル
等
へ
の
添
付
も
含
め
、

情
報
発
信
の
方
法
を
各
校
に
提

示
し
て
い
く
。
夜
間
学
級
に
つ

い
て
は
、
校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
や
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
ふ
れ

ん
ど
市
川
の
活
用
を
進
め
る
と

共
に
、
そ
の
活
用
状
況
を
踏
ま

え
、
中
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

多
様
な
学
び

の

充

実
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　12 月定例会では、９つの会派が代表質問を行いました。代表質問を行った会派の発言順及び発言時

間（答弁含む）は次のとおりです。

　未来市川（111 分）、創生市川・自民党第１（145 分）、公明党（162 分）、地域政党チームいちかわ（77

分）、市民クラブ（77 分）、新しい流れ（94 分）、日本共産党（77 分）、れいわ・無所属・共生の会（77 分）、

創生市川・自民党第２（94 分）

※�２次元コードから代表質問の動画を YouTube にてご覧いただけます。ご覧いただけない場合は、恐れ

入りますが議会事務局議事課までお問い合わせください（０４７－７１２－８６７３）。

安
全
安
心
な

朝
の
居
場
所

Ｈ

Ｐ

Ｖ

ワ
ク
チ
ン

英
検
３
級
相
当

の
英
語
力

問　
市
は
、
小
学
校
の
始
業
前

に
子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
朝
の
居

場
所
を
確
保
す
る
取
り
組
み
を

実
施
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ

る
。
各
学
校
に
対
し
、
開
門
30

分
前
に
児
童
が
昇
降
口
前
に
何

人
い
る
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
最
も
多
い
学
校

が
15
人
、
最
も
少
な
い
学
校
が

０
人
、
全
校
の
平
均
は
８
人
と

の
こ
と
だ
が
、
昇
降
口
前
に
い

問　
子
宮
頸
が
ん
等
の
予
防
に

問　
令
和
７
年
11
月
に
策
定
し

た
市
川
市
教
育
振
興
大
綱
具
体

化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
お
い
て
、
７

割
以
上
の
子
ど
も
が
中
学
校
卒

業
時
ま
で
に
英
検
３
級
相
当
の

英
語
力
取
得
を
将
来
像
に
掲
げ

て
い
る
が
、
７
割
以
上
と
し
た

な
く
て
も
、
自
宅
に
１
人
で
い

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、

朝
の
居
場
所
が
で
き
る
こ
と
で
、

１
人
で
鍵
を
閉
め
て
登
校
す
る

児
童
は
減
る
と
考
え
る
。
こ
の

取
り
組
み
は
令
和
８
年
度
か
ら

開
始
予
定
の
た
め
、
早
急
な
準

備
が
必
要
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

運
営
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
８
年
度
に
つ
い
て
は
、
地

域
学
校
協
働
本
部
や
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
地
域
の
協
力

を
得
る
形
で
進
め
て
い
け
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
９
年
度
に
つ

い
て
も
、
手
法
も
含
め
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

性
接
種
に
つ
い
て
は
、
現
在
４

価
と
９
価
の
２
種
類
の
ワ
ク
チ

ン
が
薬
事
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
ち
ら
も
高
額
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
ワ
ク
チ
ン
の
男
性
接
種

の
費
用
助
成
に
つ
い
て
は
、
厚

生
科
学
審
議
会
に
お
け
る
費
用

対
効
果
を
含
め
た
審
議
の
動
向

や
、
費
用
助
成
を
実
施
し
て
い

る
自
治
体
の
状
況
、
県
の
動
向

を
引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
。

有
効
な
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
本
市
は
ど
の
よ

う
に
し
て
周
知
を
行
っ
た
の
か
。

ま
た
、
男
性
へ
の
本
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
は
男
女
間
で
の
感
染
を

防
ぎ
、
社
会
全
体
の
感
染
リ
ス

ク
を
下
げ
る
な
ど
の
効
果
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
国
に

お
い
て
、
男
性
へ
の
定
期
接
種

化
に
つ
い
て
議
論
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
一
部
の
自
治
体
で

は
国
の
決
定
に
先
行
し
て
独
自

の
費
用
助
成
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
男

性
接
種
へ
の
費
用
助
成
の
実
施

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
接
種
対
象
者
に
対
し
勧
奨

は
が
き
を
送
付
す
る
な
ど
し
た

ほ
か
、
広
報
い
ち
か
わ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
り
、
再
度
、
接
種
期
限

の
周
知
を
行
っ
た
。
ま
た
、
男

理
由
を
問
う
。
ま
た
、
中
学
３

年
生
に
対
し
、
年
に
１
度
、
英

語
外
部
検
定
試
験
の
受
検
料
を

補
助
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
現
在
、
本
市
中
学
生
の
卒

業
段
階
で
、
国
際
的
な
言
語
指

標
で
あ
る
Ｃセ

フ

ァ

ー

ル

エ

ー

ワ

ン

Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
１
レ
ベ

ル
、
英
検
３
級
相
当
以
上
の
英

語
力
を
有
す
る
割
合
は
63
・
６

％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

小
中
一
貫
し
た
英
語
教
育
の
実

施
に
よ
り
、
中
学
生
の
卒
業
段

階
で
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
１
レ
ベ
ル
相

当
以
上
の
英
語
力
を
有
す
る
割

合
を
７
割
ま
で
引
き
上
げ
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
英
語

外
部
検
定
試
験
の
受
検
料
を
補

助
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他

の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
調
査

研
究
し
、
制
度
設
計
も
含
め
た

協
議
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

公

明

党

西
村
　
　
敦

小〔
補
足
質
問
者
〕

山
田
な
お
と

川〔
総
括
質
問
者
〕

畑
い
つ
こ

浅
野
　
さ
ち

久
保
川
隆
志

中
村
よ
し
お

宮
本
　
　
均

大
場
　
　
諭

地
域
政
党
チ
ー
ム
い
ち
か
わ

丸
金
ゆ
き
こ

野〔
総
括
質
問
者
〕

口
じ
ゅ
ん

冨
家
　
　
薫

問　
令
和
７
年
度
に
改
定
さ
れ

る
市
川
市
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
本
市
の
文
化
芸
術
行
政
が

目
指
す
姿
を
明
確
に
す
る
た
め

の
重
要
な
指
針
に
な
る
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
本
市
が
美
術
館

の
整
備
を
行
い
、
持
続
的
な
運

営
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、

文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
る

市
川
市
ら
し
さ
を
具
体
化
し
、

他
都
市
と
の
差
別
化
を
図
る
こ

と
が
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
次

期
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
と
美
術

館
構
想
の
整
合
性
が
必
要
と
考

え
る
が
、
本
市
の
認
識
を
問
う
。

答　
現
在
の
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
は
、
平
成
12
年
度
に
策
定
さ

れ
た
市
川
市
基
本
構
想
に
お
け

る
基
本
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「

彩
り
豊
か
な
文
化
と
芸
術
を
育

む
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
の

中
・
長
期
プ
ラ
ン
と
し
て
14
年

度
に
策
定
さ
れ
、
令
和
７
年
度

に
目
標
年
次
を
迎
え
る
も
の
で

あ
る
。
現
在
、
次
期
文
化
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
及
び
美
術
館
構
想
の

作
成
を
進
め
て
お
り
、
次
期
文

化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、

美
術
館
整
備
に
触
れ
る
と
共
に
、

美
術
館
整
備
の
具
体
的
な
部
分

に
つ
い
て
は
、
美
術
館
構
想
が

担
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
両
者

の
間
に
は
一
貫
性
と
整
合
性
が

保
た
れ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

市
川
市
文
化
振
興

ビ

ジ

ョ

ン

文化政策の方向性を明確に

市立小学校での英語学習の様子

市
民
ク
ラ
ブ

中〔
総
括
質
問
者
〕

町
　
け
い

つ
ち
や
正
順

石
崎
ひ
で
ゆ
き

問　
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
優

し
い
ま
ち
は
、
誰
に
と
っ
て
も

住
み
や
す
い
ま
ち
で
あ
り
、
市

民
が
共
に
支
え
合
う
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

明
石
市
が
市
民
と
一
体
と
な
り

制
定
し
た
「
あ
か
し
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
条
例
」
は
、
様
々
な
分

野
で
優
し
い
ま
ち
を
実
践
し
理

解
を
広
め
る
共
有
型
理
念
条
例

と
い
う
点
が
特
徴
で
あ
る
。
令

和
７
年
度
施
政
方
針
で
は
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
ま
ち
」
を

掲
げ
て
お
り
、
そ
の
裏
付
け
と

し
て
、
本
市
で
も
仮
称
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
条
例
を
制
定
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

ま
ち
」
は
、
年
齢
や
性
別
、
障

が
い
の
有
無
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、

様
々
な
場
面
で
社
会
的
立
場
の

弱
い
人
を
大
切
に
す
る
と
い
う

考
え
で
あ
る
。
条
例
制
定
は
、

地
域
共
生
社
会
や
多
様
性
尊
重

社
会
の
理
念
を
恒
久
的
に
示
し
、

市
民
の
意
識
改
革
を
促
す
た
め

の
手
段
と
な
る
が
、
本
市
で
は
、

第
５
期
市
川
市
地
域
福
祉
計
画

仮
称
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
条
例

な
ど
を
定
め
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
理
念
の
も
と
で
様
々
な
施

策
を
推
進
し
て
お
り
、
実
効
性

は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

そ
の
効
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
多

角
的
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。 誰一人取り残さないまちを（第５期市川市地域福祉計画冊子より抜粋）
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問　
他
市
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
を
視
察
し
た
際
、
子
ど
も
た

ち
が
ゲ
ー
ム
感
覚
で
ご
み
処
理

の
流
れ
を
学
べ
る
体
験
型
の
展

示
な
ど
、
学
び
と
理
解
を
促
す

工
夫
が
非
常
に
充
実
し
て
い
る

と
感
じ
た
。
本
市
で
も
、
体
験

型
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
分
か
り
や

す
い
展
示
等
の
五
感
で
学
べ
る

環
境
学
習
設
備
が
期
待
さ
れ
る

が
、
こ
う
し
た
学
習
機
能
の
強

化
に
つ
い
て
、
市
で
は
ど
の
よ

う
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
地
上
約
36
ｍ
の
屋
外
展
望

ス
ペ
ー
ス
か
ら
は
、
焼
却
炉
等

の
プ
ラ
ン
ト
設
備
を
間
近
で
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
、
施
設
の

熱
や
音
等
を
感
じ
、
ご
み
の
焼

却
や
発
電
な
ど
の
流
れ
を
体
感

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
屋
内
に
は
、
ご
み
の
減

量
や
資
源
化
な
ど
本
市
の
目
指

す
将
来
像
を
楽
し
く
学
べ
る
よ

う
、
体
験
型
ゲ
ー
ム
等
、
充
実

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
計
画
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
学
習
設
備
を

通
じ
、
多
く
の
見
学
者
が
環
境

問
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、

資
源
循
環
型
都
市
の
実
現
に
向

け
て
共
に
行
動
す
る
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。

研
修
や
情
報
提
供
等
を
通
じ
て
、

教
職
員
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

導
入
に
向
け
て
、
教
員
が
複
数

領
域
を
扱
え
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
研
修
や
、
校
内
で
の
指
導

体
制
づ
く
り
、
外
国
語
指
導
助

手
と
の
連
携
な
ど
、
市
と
し
て

は
教
員
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な

支
援
体
制
を
整
え
て
い
く
の
か
。

答　
（
仮
称
）
言
語
探
究
科
は

次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
を
見

据
え
、
教
育
課
程
を
柔
軟
に
変

更
で
き
る
教
育
課
程
柔
軟
化
サ

キ
ド
リ
研
究
校
で
試
行
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
必
要
な
措
置
等
を
検
証
し
、

問　
教
育
振
興
大
綱
具
体
化
パ

ッ
ケ
ー
ジ
で
示
さ
れ
た
（
仮
称

）
言
語
探
究
科
は
、
小
中
一
貫

で
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、

国
語
、
英
語
を
一
体
的
に
取
り

扱
う
新
し
い
教
科
で
あ
り
、
実

際
の
現
場
で
成
立
さ
せ
る
た
め

に
は
、
教
員
の
指
導
体
制
の
整

備
も
極
め
て
重
要
と
感
じ
て
い

る
。（
仮
称
）
言
語
探
究
科
の

未

来

市

川

竹
内
　
清
海

ほ〔
総
括
質
問
者
〕

と
だ
ゆ
う
な

国
松
ひ
ろ
き

大
久
保
た
か
し

堀
内
し
ん
ご

（
仮
称
）

言
語
探
究
科

次
期
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

問　
親
族
に
扶
養
照
会
を
さ
れ

た
く
な
い
た
め
、
生
活
保
護
の

申
請
を
諦
め
る
人
が
少
な
く
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
本
市

は
扶
養
照
会
率
が
高
く
、
生
活

保
護
制
度
を
利
用
し
づ
ら
く
し

て
い
る
と
考
え
る
。
新
聞
社
が

行
っ
た
調
査
で
は
、
無
用
な
扶

養
照
会
を
し
な
い
自
治
体
が
増

え
て
お
り
、
中
野
区
で
は
照
会

率
が
５
・
５
％
ま
で
減
少
し
、

扶
養
照
会
が
親
族
に
よ
る
金
銭

的
援
助
に
つ
な
が
っ
た
事
例
は

平
均
０
・
７
％
と
の
こ
と
で
あ

る
。
令
和
３
年
に
扶
養
調
査
の

運
用
の
見
直
し
が
な
さ
れ
た
が
、

本
市
の
扶
養
照
会
率
は
、
ど
の

程
度
変
化
が
あ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
扶
養
照
会
に
よ
り
、
親
族

か
ら
の
金
銭
的
援
助
に
つ
な
が

っ
た
件
数
に
つ
い
て
問
う
。

答　
本
市
の
扶
養
照
会
率
に
つ

い
て
は
、
令
和
４
年
度
は
65
・

７
％
で
４
３
０
４
世
帯
、
５
年

度
は
66
・
９
％
で
４
３
８
２
世

帯
、
６
年
度
は
63
・
１
％
で
４

２
５
０
世
帯
と
な
っ
て
お
り
、

運
用
見
直
し
後
の
照
会
率
の
変

化
に
つ
い
て
は
、
４
年
度
と
６

年
度
を
比
較
す
る
と
２
・
６
％

減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
４
年

度
か
ら
６
年
度
の
期
間
で
は
、

扶
養
照
会
の
結
果
、
新
た
に
扶

養
義
務
者
か
ら
金
銭
的
支
援
を

行
う
申
し
出
は
な
か
っ
た
。

生
活
保
護
の

扶
養
照
会

日
本
共
産
党

清
水
み
な
子

や〔
総
括
質
問
者
〕

な
ぎ
美
智
子

廣
田
　
德
子

市が配布している生活保護のしおり（表紙） 次期クリーンセンター（完成イメージ図）

美術館で開催されたワークショップ（千葉県立美術館 提供）

創
生
市
川
・
自
民
党
第
２

中
山
　
幸
紀

加〔
総
括
質
問
者
〕

藤
　
圭
一

細〔
補
足
質
問
者
〕

田
　
伸
一

青
山
ひ
ろ
か
ず

め
る
人
気
や
話
題
性
の
あ
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
特
別
展
を
定
期

的
に
開
催
し
た
り
、
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
を
充
実
さ
せ
、

グ
ッ
ズ
や
図
録
な
ど
の
販
売
に

よ
り
収
入
を
増
加
さ
せ
た
り
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
有
料
で
開

催
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
の

美
術
館
で
は
、
企
業
や
個
人
か

ら
ス
ポ
ン
サ
ー
収
入
を
得
る
ス

ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
制
度
や
協
賛

事
業
の
展
開
、
入
館
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
と
し
た
年

間
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
会
員
制

度
を
実
施
し
て
お
り
、
一
定
の

効
果
を
得
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

え
る
。
そ
こ
で
、
集
客
を
見
込

む
方
法
と
し
て
本
市
が
参
考
と

し
て
い
る
事
例
は
あ
る
の
か
。

答　
全
国
の
美
術
館
に
お
い
て
、

収
支
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
た
運

営
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
一

般
的
に
は
多
く
の
集
客
が
見
込

問　
本
市
で
は
美
術
館
構
想
が

進
ん
で
い
る
が
、
市
立
美
術
館

の
持
続
的
な
運
営
の
た
め
に
は
、

経
営
的
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
佐
倉
市
に
あ
る
Ｄ
Ｉ

Ｃ
川
村
記
念
美
術
館
は
、
令
和

７
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
休
館

し
、
一
部
の
所
蔵
品
を
公
益
財

団
法
人
国
際
文
化
会
館
に
移
し
、

規
模
を
縮
小
し
て
運
営
を
続
け

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

美
術
館
は
経
営
の
難
し
さ
が
凝

縮
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
書
籍
も

あ
る
。
こ
う
し
た
経
営
環
境
の

厳
し
さ
を
踏
ま
え
る
と
、
美
術

館
の
存
続
の
た
め
に
は
美
術
館

の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
多
種
多

様
な
人
を
対
象
に
し
て
、
リ
ピ

ー
タ
ー
や
収
益
を
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
資
金
面
で

の
支
援
を
期
待
で
き
る
フ
ァ
ン

を
対
象
と
し
た
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
制
度
等
は
有
効
な
手
段
と
考

市
立
美
術
館
の

持
続
的
な
運
営

傍聴のご案内
　本会議と委員会は、原則
として公開されており、自
由に傍聴できます。

●本会議の傍聴（94席）
　会議当日に市役所第１庁
舎７階の受付へ直接お越し
ください。住所・氏名を記
入するだけで入場できます。

●委員会の傍聴（各７席）
　第１庁舎６階の議会事務
局で受け付けした後、委員
会室等へご案内します。

※�傍聴時は、傍聴券の裏面
に記載してある注意事項
をお守りください。
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こ ど も ・ 教 育

こ ど も ・ 教 育

消 防

　12月定例会では、23人の議員が一般質問を行いました。

　各議員の持ち時間は１人60分（答弁含む）です。

　ここでは、１人１項目を選び質問・答弁を要約し、分野ごとにまとめて掲載しました。

※�12月定例会の一般質問は、11月26日に通告を締め切り、12月８日から５日間の日

程で行いました。

※�議員氏名の左の会派名は、一般質問実施時点のものです。会派に所属していない

議員については氏名のみ掲載しています。

※�２次元コードから一般質問の動画をYouTubeにてご覧いただけます。ご覧いた

だけない場合は、恐れ入りますが議会事務局議事課までお問い合わせください

（０４７－７１２－８６７３）。

一般質問
清
水
み
な
子
議
員

（
日
本
共
産
党
）

　

市
立
学
校
の
教
員
の
多
く
は
、

労
働
基
準
法
に
定
め
る
休
憩
時

間
を
取
れ
て
い
な
い
。
市
で
は
、

令
和
７
年
９
月
に
休
憩
時
間
等

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
を
問

う
。
ま
た
、
休
憩
時
間
の
確
保

に
向
け
て
、
市
で
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

答　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た

教
職
員
約
８
０
０
名
の
う
ち
、

８
割
程
度
が
休
憩
時
間
を
ほ
ぼ

取
れ
て
い
な
い
か
全
く
取
れ
て

お
ら
ず
、
そ
の
理
由
は
授
業
の

準
備
、
教
材
研
究
、
保
護
者
対

応
等
の
た
め
で
あ
っ
た
。
現
在
、

多
く
の
学
校
で
は
休
憩
時
間
の

分
割
取
得
等
の
対
応
を
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
も
教
職
員
が
適

切
に
休
憩
時
間
を
確
保
で
き
る

よ
う
各
学
校
を
指
導
し
て
い
く
。

教員の休憩時間
の確保

アンケートの結果はいかに
８割程度が確保できていない

つ
か
こ
し
た
か
の
り
議
員

（
創
生
市
川
・
自
民
党
第
１
）

　

発
達
障
が
い
が
疑
わ
れ
る
未

就
学
児
に
は
専
門
的
な
診
断
が

必
要
だ
が
、
一
部
の
保
護
者
か

ら
は
児
童
精
神
科
の
診
断
を
行

え
る
医
療
機
関
が
十
分
で
な
い

と
の
声
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
医
療
機

関
情
報
の
ペ
ー
ジ
に
児
童
精
神

科
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
新
設
し
、

受
診
に
つ
な
が
り
や
す
い
環
境

未就学児の発達障がい

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
ま
ず
は
、
市
の
こ
ど
も
発

達
相
談
室
の
ペ
ー
ジ
に
お
け
る

医
療
機
関
情
報
の
公
表
に
つ
い

て
、
当
該
医
療
機
関
の
意
向
も

確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
上
で
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
医
療
機
関
情
報
と
の
リ

ン
ク
に
つ
い
て
、
今
後
、
関
係

部
署
と
協
議
し
て
い
く
。

受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り 

ど
の
よ
う
に

医
療
機
関
情
報
の
公
表
を
検
討

石
原
た
か
ゆ
き
議
員

（
創
生
市
川
・
自
民
党
第
１
）

　

市
が
教
育
振
興
大
綱
の
一
部

と
し
て
策
定
し
た
教
育
振
興
大

綱
具
体
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、

（
仮
称
）
言
語
探
究
科
の
新
設

な
ど
、
教
育
課
程
に
関
す
る
詳

細
な
施
策
が
含
ま
れ
て
い
る
。

平
成
26
年
に
出
さ
れ
た
文
部
科

学
省
か
ら
の
通
知
に
は
、「
大

綱
は
、
地
方
公
共
団
体
の
教
育
、

学
術
及
び
文
化
に
関
す
る
総
合

（仮称）言語探究科

的
な
施
策
の
目
標
等
を
定
め
る

も
の
で
、
詳
細
な
施
策
に
つ
い

て
策
定
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
も
の
で
は
な
い
」
と
書
か
れ

て
お
り
、
市
の
行
為
は
明
ら
か

に
通
知
に
抵
触
し
て
い
る
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
市
と
し
て
は
、
同
通
知
の

「
求
め
て
い
る
も
の
で
は
な
い

」
に
つ
い
て
、
禁
止
ま
で
は
さ

れ
て
い
な
い
と
解
釈
し
て
い
る
。

大
綱
で
詳
細
な
施
策
を
策
定 

通
知
に
抵
触

禁
止
ま
で
は
さ
れ
て
い
な
い
と
解
釈

門
田
直
人
議
員

（
れ
い
わ
・
無
所
属
・
共
生
の
会
）

　

本
市
と
人
口
規
模
が
同
程
度

で
あ
る
品
川
区
は
、
令
和
７
年

９
月
よ
り
試
行
的
に
学
校
給
食

へ
有
機
野
菜
を
導
入
し
て
い
る
。

本
市
も
特
別
栽
培
農
産
物
を
含

め
る
な
ど
、
部
分
的
に
で
も
有

機
給
食
を
進
め
て
欲
し
い
と
考

え
る
が
、
学
校
給
食
へ
の
有
機

野
菜
の
導
入
に
つ
い
て
、
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

学校給食

答　
現
状
、
有
機
栽
培
さ
れ
た

地
場
産
野
菜
の
生
産
量
は
非
常

に
少
な
く
、
安
定
し
て
給
食
を

提
供
す
る
た
め
の
供
給
量
を
確

保
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
有
機

野
菜
の
全
面
的
な
導
入
は
難
し

い
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
、
品

川
区
や
千
葉
県
内
の
市
町
村
に

お
け
る
有
機
野
菜
に
つ
い
て
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
本
市
の

食
育
推
進
に
努
め
て
い
く
。

有
機
野
菜
の
導
入
は

難
し
い
状
況 

近
隣
市
の
動
向
を
注
視

石
原
み
さ
子
議
員

（
創
生
市
川
・
自
民
党
第
１
）

　

本
市
の
１
１
９
番
通
報
は
、

10
市
で
共
同
運
用
を
行
っ
て
い

る
ち
ば
北
西
部
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
で
受
信
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
共
同
運

用
に
お
け
る
効
果
及
び
課
題
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
を
問
う
。

答　
共
同
運
用
の
効
果
と
し
て

は
、
単
独
市
で
は
整
備
が
難
し

い
高
機
能
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

消防指令センター

ラ
イ
ブ
１
１
９
の
運
用
や
、
聴

覚
障
が
い
者
か
ら
の
通
報
、
多

言
語
に
よ
る
通
訳
体
制
の
確
保

な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
課
題
に
つ
い
て
は
、

Ａ
Ｉ
を
取
り
入
れ
た
高
度
な
消

防
指
令
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員

の
研
修
体
制
及
び
人
材
育
成
が

今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

共
同
運
用
に
お
け
る
効
果
は

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る

中
村
よ
し
お
議
員

（
公
明
党
）

　

児
童
生
徒
が
広
島
平
和
記
念

資
料
館
を
見
学
す
る
こ
と
は
、

核
兵
器
に
よ
る
被
爆
の
実
相
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
平
和
学
習

の
深
化
や
、
落
ち
つ
い
た
環
境

で
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
当
該

施
設
を
修
学
旅
行
の
行
き
先
の

一
つ
と
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　
本
市
で
は
、
市
立
中
学
校

広島平和記念資料館

の
修
学
旅
行
の
行
き
先
に
つ
い

て
は
、
各
校
で
決
定
し
て
い
る

が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

広
島
平
和
記
念
資
料
館
も
含
め
、

平
和
に
関
す
る
学
習
を
深
め
る

こ
と
は
教
育
的
効
果
が
大
き
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
平

和
に
関
す
る
見
学
場
所
な
ど
も

含
め
、
広
島
方
面
を
含
め
た
修

学
旅
行
の
行
き
先
に
関
す
る
情

報
を
各
校
に
提
供
し
て
い
く
。

修
学
旅
行
の
行
き
先
と
し
て
の
検
討
は

広
島
方
面
を
含
め
情
報
を
提
供
し
て
い
く

石
崎
ひ
で
ゆ
き
議
員

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

市
立
小
中
学
校
の
学
校
図
書

館
の
開
館
日
時
や
学
校
司
書
の

配
置
状
況
は
学
校
に
よ
っ
て
差

が
あ
る
。
児
童
生
徒
の
読
書
習

慣
の
形
成
、
探
究
的
な
学
び
の

基
盤
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
学

校
図
書
館
は
原
則
毎
日
開
館
し
、

常
勤
の
司
書
を
配
置
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
各
学
校
の
状
況
を
調
査
し

学校図書館

た
と
こ
ろ
、
毎
日
開
館
し
て
い

る
、
司
書
の
出
勤
に
合
わ
せ
て

お
お
む
ね
週
３
日
か
ら
５
日
開

館
し
て
い
る
等
、
昼
休
み
や
放

課
後
の
開
館
状
況
に
差
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
全
校
で
毎
日
開

館
で
き
る
よ
う
促
し
て
い
く
。

ま
た
、
司
書
を
毎
日
配
置
す
る

こ
と
は
現
状
で
は
難
し
い
が
、

少
し
で
も
働
き
や
す
い
環
境
を

整
備
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

開
館
日
時
の
拡
大
等 

市
の
見
解
は

全
校
で
の
毎
日
開
館
を
促
し
て
い
く

国
松
ひ
ろ
き
議
員

（
未
来
市
川
）

　

最
近
、
各
地
で
災
害
が
多
発

し
て
お
り
、
で
き
る
限
り
最
悪

の
事
態
を
想
定
し
て
、
最
善
の

対
策
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
自
治
会
館
や
防

災
倉
庫
の
位
置
、
備
蓄
品
等
の

内
容
に
つ
い
て
、
市
で
把
握
し

て
欲
し
い
と
考
え
る
が
、
現
状

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
自
治
会
館
な
ど
自
治
会
が

市の防災対策

常
時
利
用
す
る
も
の
は
把
握
し

て
い
る
。
ま
た
、
自
治
会
の
防

災
倉
庫
の
位
置
や
備
蓄
品
の
内

容
は
全
て
を
把
握
し
て
は
い
な

い
が
、
市
か
ら
の
補
助
金
を
活

用
し
て
整
備
し
た
資
機
材
の
内

容
や
そ
の
保
管
場
所
は
報
告
を

受
け
て
い
る
。
一
方
で
、
水
等

を
独
自
で
備
蓄
す
る
自
治
会
の

保
管
場
所
は
様
々
で
あ
る
た
め
、

細
部
ま
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

自
治
会
館
の
位
置
等
の
把
握 

現
状
は

全
て
で
は
な
い
が
報
告
を
受
け
て
い
る

防災・安全 こども・教育

青
山
ひ
ろ
か
ず
議
員

（
創
生
市
川
・
自
民
党
第
２
）

　

大
規
模
災
害
が
頻
発
し
て
い

る
昨
今
、
行
徳
地
域
の
人
々
の

生
命
等
を
守
る
た
め
に
は
同
地

域
の
消
防
力
を
強
化
す
べ
き
と

考
え
る
。
そ
こ
で
、
同
地
域
の

南
消
防
署
の
建
て
替
え
に
つ
い

て
今
後
の
予
定
を
問
う
。
ま
た
、

行
徳
東
部
地
区
に
お
け
る
消
防

出
張
所
の
新
設
に
つ
い
て
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

行徳地域の消防力強化

答　
南
消
防
署
は
、
令
和
８
年

度
に
移
転
先
の
建
物
解
体
工
事
、

樹
木
の
移
植
、
地
質
調
査
等
を

行
い
、
９
年
度
末
よ
り
新
築
工

事
を
開
始
し
、
11
年
度
中
の
供

用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。
出

張
所
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
行

徳
地
域
の
人
々
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
災
害
に
強
い
安
全
な
ま

ち
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続

き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

南
消
防
署
の
建
て
替
え 

今
後
の
予
定
は

　

年
度
中
に
供
用
開
始
予
定

11
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市民生活

行 財 政

保 健 ・ 福 祉

小
泉
文
人
議
員

（
創
生
市
川
・
自
民
党
第
１
）

　

次
期
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
は
、
現
在
、
実
施
設
計

を
進
め
て
お
り
、
令
和
12
年
12

月
に
完
成
、
13
年
１
月
に
稼
働

開
始
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

次
期
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
及
び

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契
約
に
関
し

て
、
市
長
は
入
札
や
仕
様
書
の

作
成
な
ど
の
情
報
を
外
部
へ
漏

ら
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答　
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
一
切

な
い
。
今
回
の
入
札
に
お
い
て

は
、
従
来
の
関
係
性
が
引
き
継

が
れ
、
公
正
な
入
札
が
阻
害
さ

れ
る
こ
と
を
最
も
危
惧
し
て
い

た
。
し
か
し
、
従
来
か
ら
運
営

を
担
っ
て
き
た
企
業
に
も
、
新

た
に
参
入
し
た
企
業
に
も
情
報

が
洩
れ
る
こ
と
な
く
、
正
し
く

入
札
が
行
わ
れ
、
工
事
が
進
ん

で
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

次期クリーン
センター

外部へ情報を漏らしたことはあるか
情報の漏洩はないと認識している

宮

本

均

議

員

（
公
明
党
）

　

本
市
は
基
金
の
設
置
数
が
多

く
残
高
が
増
え
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
昨
今
の
金
利
上
昇
を
踏

ま
え
る
と
、
各
基
金
を
集
約
し

て
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
運
用

し
、
歳
入
確
保
に
努
め
る
べ
き

と
考
え
る
。
超
長
期
国
債
等
で

基
金
を
運
用
し
、
昨
今
の
金
利

上
昇
で
含
み
損
を
抱
え
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
が
、
本
市
の
基

金
の
管
理
・
運
用
状
況
を
問
う
。

答　
基
金
の
運
用
は
特
定
の
金

融
機
関
に
資
金
が
集
中
し
な
い

よ
う
留
意
し
た
上
で
、
利
率
が

最
も
有
利
な
金
融
機
関
で
定
期

預
金
に
よ
り
運
用
し
、
運
用
益

の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

資
金
の
分
散
管
理
の
た
め
基
金

の
一
部
を
債
券
で
運
用
し
て
お

り
、
償
還
期
間
は
５
年
か
ら
10

年
程
度
と
設
定
し
て
い
る
。

公金の管理
基金の管理・運用状況は
利率が有利な金融機関や債券で運用

行 財 政

大

場

諭

議

員

（
公
明
党
）

　

優
良
産
廃
処
理
業
者
認
定
制

度
は
、
事
業
者
の
申
請
に
基
づ

き
、
通
常
の
産
業
廃
棄
物
処
理

業
の
許
可
基
準
よ
り
も
厳
し
く

設
定
し
た
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
を
都
道
府
県
や
政
令
市
が
認

定
す
る
制
度
で
あ
る
。
当
該
認

定
を
受
け
た
事
業
者
を
積
極
的

に
選
定
す
る
入
札
制
度
を
本
市

で
導
入
で
き
れ
ば
、
事
業
者
の

優良認定業者

信
頼
性
調
査
の
負
担
が
減
り
、

事
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
提
案
さ
れ
た
方
法
は
、
産

業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
確
保
に

有
効
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

は
、
汚
泥
処
理
業
務
委
託
に
お

い
て
優
良
認
定
業
者
で
あ
る
こ

と
を
入
札
参
加
資
格
要
件
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
令
和
８
年

度
中
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

積
極
的
に
選
定
す
る
入
札
制
度
の
導
入
は

令
和
８
年
度
中
の
導
入
を
検
討

廣
田
德
子
議
員

（
日
本
共
産
党
）

　

近
年
、
夏
の
猛
暑
が
続
い
て

お
り
、
適
切
に
エ
ア
コ
ン
を
使

用
す
る
に
も
電
気
代
が
高
騰
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
活
に
重

大
な
影
響
が
及
ん
で
い
る
。
そ

こ
で
、
生
活
保
護
制
度
に
お
い

て
、
夏
季
期
間
に
生
活
扶
助
を

加
算
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用
に

関
し
て
は
、
個
別
の
事
情
を
考

生活保護制度

慮
し
、
熱
中
症
予
防
が
必
要
な

時
期
と
判
断
で
き
れ
ば
、
保
護

開
始
か
ら
複
数
年
経
過
し
て
い

て
も
支
給
対
象
と
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
対
応
を
問
う
。

答　
市
で
は
、
エ
ア
コ
ン
の
適

切
な
使
用
は
重
要
と
認
識
し
て

お
り
、
夏
季
加
算
の
創
設
と
共

に
、
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用
の
支

給
要
件
拡
大
に
つ
い
て
も
県
を

通
じ
、
国
に
要
望
し
て
い
る
。

熱
中
症
予
防
に
対
す
る
市
の
対
応
は

県
を
通
じ
て
国
に
要
望
し
て
い
る

太
田
丈
之
議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
様
々
な
観

点
か
ら
問
題
が
あ
る
制
度
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
市
民
が
ふ
る

さ
と
納
税
を
や
め
る
た
め
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
例
え

ば
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し

て
い
な
い
市
民
に
対
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ポ
イ
ン
ト
の
還
元
率

を
優
遇
す
る
な
ど
の
施
策
を
実

施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

ふるさと納税

答　
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ポ
イ
ン
ト

の
還
元
率
は
、
加
盟
店
ご
と
に

異
な
る
率
を
設
定
す
る
こ
と
は

で
き
る
が
、
利
用
者
ご
と
に
設

定
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
は
国
が
導
入
し
た
制
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
の
有
無

に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ポ
イ

ン
ト
の
還
元
率
に
差
を
設
け
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

利
用
し
て
い
な
い
市
民
へ
の
優
遇
は

現
在
は
考
え
て
い
な
い

丸
金
ゆ
き
こ
議
員

（
地
域
政
党
チ
ー
ム
い
ち
か
わ
）

　

市
か
ら
自
治
会
へ
の
情
報
伝

達
の
多
く
は
、
紙
の
回
覧
や
配

布
に
依
存
し
て
お
り
、
情
報
の

未
到
達
、
役
員
の
負
担
増
等
の

課
題
が
あ
る
。
松
戸
市
は
、
紙

で
回
覧
や
配
布
を
し
て
い
た
情

報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
受

け
取
れ
る
電
子
回
覧
板
の
シ
ス

テ
ム
を
令
和
６
年
10
月
か
ら
導

入
し
て
い
る
が
、
本
市
で
も
モ

自治会活動のデジタル化

デ
ル
地
区
を
設
定
し
、
試
行
的

に
導
入
を
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　
令
和
７
年
５
月
に
松
戸
市

に
対
し
、
利
用
状
況
、
課
題
等

の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
同
市

の
事
例
を
含
め
、
様
々
な
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
こ
と
か
ら
試
行
的

導
入
の
可
否
は
確
認
が
必
要
だ

が
、
導
入
す
る
際
は
先
行
事
例

等
も
参
考
に
、
き
め
細
や
か
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

電
子
回
覧
板 

試
行
的
導
入
は
可
能
か

様
々
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
確
認
が
必
要

越
川
雅
史
議
員

　

公
共
施
設
使
用
料
の
支
払
い

は
複
数
の
決
済
手
段
が
あ
る
が
、

学
校
施
設
開
放
事
業
に
係
る
支

払
い
に
限
っ
て
は
、
市
か
ら
発

行
さ
れ
た
納
付
書
が
唯
一
の
決

済
手
段
で
あ
り
、
そ
の
取
り
扱

い
は
指
定
金
融
機
関
等
に
限
ら

れ
る
た
め
、
利
用
者
に
不
便
を

強
い
る
状
況
と
い
え
る
。
請
求

書
に
基
づ
く
銀
行
振
込
や
ク
レ

学校施設開放事業

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
等
は
実
現

可
能
で
あ
り
、
今
す
ぐ
導
入
す

べ
き
だ
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
質
問
者
か
ら
の
指
摘
の
点

は
、
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い

る
。
令
和
８
年
度
か
ら
希
望
す

る
団
体
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

ま
た
は
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
に
よ
る

２
次
元
コ
ー
ド
決
済
が
可
能
と

な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

料
金
の
決
済
手
段
を
増
や
す
べ
き
で
は

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
等 

８
年
度
か
ら

に
し
む
た
勲
議
員

（
新
し
い
流
れ
）

　

年
末
年
始
の
急
病
診
療
所
は

特
に
受
診
者
数
が
多
く
、
勤
務

す
る
看
護
師
は
家
族
と
の
時
間

を
犠
牲
に
し
て
勤
務
し
て
い
る
。

民
間
医
療
機
関
で
は
、
年
末
年

始
の
勤
務
に
対
し
、
通
常
の
手

当
と
は
別
に
特
別
手
当
を
支
給

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
地

方
公
務
員
法
に
定
め
ら
れ
た
情

勢
適
応
の
原
則
か
ら
す
る
と
、

年末年始の急病診療所

通
常
の
手
当
し
か
支
給
し
て
い

な
い
本
市
の
現
状
は
同
法
に
反

す
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
本

市
で
も
同
様
に
特
別
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
年
末
年
始
の
勤
務
に
関
し

て
は
、
条
例
に
基
づ
き
休
日
勤

務
手
当
や
夜
間
勤
務
手
当
相
当

額
を
支
給
し
て
い
る
。
引
き
続

き
看
護
師
等
が
働
き
や
す
い
職

場
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

看
護
師
に
特
別
手
当
の
支
給
は
可
能
か

条
例
に
基
づ
く
手
当
を
支
給
し
て
い
る

堀
内
し
ん
ご
議
員

（
未
来
市
川
）

　

市
役
所
第
１
庁
舎
１
階
は
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ス
ペ
ー
ス
と
い

う
独
特
の
場
所
が
あ
る
こ
と
や
、

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
は
椅
子
が

雑
然
と
並
べ
て
あ
る
な
ど
、
レ

イ
ア
ウ
ト
と
動
線
が
は
っ
き
り

し
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
利
便

性
が
よ
く
、
来
庁
者
に
も
優
し

い
レ
イ
ア
ウ
ト
に
し
て
ほ
し
い

と
考
え
る
が
、
１
階
フ
ロ
ア
を

市役所第１庁舎

改
修
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

答　
現
時
点
で
、
１
階
フ
ロ
ア

の
大
規
模
な
改
修
は
予
定
し
て

い
な
い
が
、
全
面
開
庁
か
ら
間

も
な
く
５
年
が
経
過
す
る
こ
と

か
ら
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や
案
内
表

示
な
ど
、
フ
ロ
ア
全
体
の
再
点

検
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
再
点
検
後
、
椅
子
の

配
置
や
案
内
表
示
に
つ
い
て
は
、

見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

１
階
フ
ロ
ア
を
改
修
す
る
計
画
は
あ
る
か

再
点
検
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

つ
ち
や
正
順
議
員

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
予
防
接
種
法
に
定

め
の
な
い
任
意
接
種
で
あ
り
、

市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
ま
ん
延
す
る
ま
で
は

費
用
助
成
を
行
っ
て
こ
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で

の
間
は
、
特
殊
な
状
況
下
を
理

由
に
費
用
助
成
を
行
っ
て
お
り
、

子どものインフルエンザ

市
民
に
と
っ
て
分
か
り
づ
ら
い
。

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
・
心
理

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
費

用
助
成
を
恒
久
化
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症

や
重
症
化
の
予
防
を
図
る
た
め
、

希
望
す
る
保
護
者
の
子
ど
も
が

予
防
接
種
を
受
け
や
す
く
な
る

よ
う
、
８
年
度
の
予
算
化
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

予
防
接
種
費
用
の
助
成 

恒
久
化
は

令
和
８
年
度
の
予
算
化
に
向
け
て
検
討
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冨

家

薫

議

員

（
地
域
政
党
チ
ー
ム
い
ち
か
わ
）

　

生
物
多
様
性
い
ち
か
わ
戦
略

で
は
、
基
本
戦
略
の
一
つ
と
し

て
生
物
多
様
性
の
保
全
・
再
生

を
掲
げ
て
い
る
が
、
三
番
瀬
を

含
む
水
辺
環
境
の
重
要
性
を
次

世
代
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
学

校
教
育
等
に
お
い
て
体
験
的
な

取
り
組
み
を
展
開
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
本
市
で
は
三

番
瀬
を
代
表
す
る
ノ
リ
を
使
っ

海辺の保全・再生

た
ノ
リ
漉す

き
体
験
を
行
っ
て
い

る
が
、
現
状
と
課
題
を
問
う
。

答　
ノ
リ
漉
き
講
師
の
高
齢
化

に
よ
る
人
材
確
保
が
課
題
だ
が
、

講
習
会
を
開
催
し
、
講
師
を
養

成
し
て
い
く
。
市
立
小
学
校
の

一
部
で
は
、
授
業
の
中
で
ノ
リ

漉
き
体
験
を
実
施
し
て
お
り
、

食
育
の
観
点
か
ら
も
効
果
的
な

こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
と
担

当
課
で
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

ノ
リ
漉
き
体
験 

現
状
と
課
題
は

人
材
不
足
が
課
題 

教
育
委
員
会
と
連
携

稲
葉
健
二
議
員

（
創
生
市
川
・
自
民
党
第
１
）

　

行
徳
街
道
と
国
道
14
号
と
の

交
差
点
に
歩
車
分
離
信
号
を
導

入
す
る
等
を
提
案
し
て
い
た
が
、

現
状
を
問
う
。
ま
た
、
本
八
幡

駅
北
口
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
は
自
転
車
に
乗
車
し
た
ま
ま

横
断
す
る
人
も
多
く
危
険
だ
が
、

改
善
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
行
徳
街
道
と
の
交
差
点
の

信
号
に
つ
い
て
所
轄
警
察
に
確

本八幡駅北口の交差点

認
し
た
と
こ
ろ
、
更
な
る
渋
滞

の
要
因
と
な
る
た
め
導
入
は
困

難
と
の
見
解
で
あ
っ
た
が
、
協

議
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点

に
は
電
柱
幕
を
設
置
し
注
意
喚

起
を
し
て
い
る
。
今
後
も
令
和

８
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
自
転

車
へ
の
青
切
符
制
度
の
周
知
を

行
う
と
共
に
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
意
識
の
醸
成
に
努
め
る
。

ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
る
か

電
柱
幕
の
設
置
な
ど
で
注
意
喚
起

西

村

敦

議

員

（
公
明
党
）

　

近
年
、
矢
羽
根
型
の
路
面
標

示
を
設
置
す
る
等
の
自
転
車
走

行
環
境
整
備
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
詳
細
を
問
う
。 

ま
た
、
市
が
策
定
し
た
自
転
車

走
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

計
画
と
本
工
事
の
整
合
性
の
保

ち
方
及
び
本
工
事
の
周
知
方
法

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
本
工
事
は
歩
行
者
の
安
全

市内の道路整備

確
保
等
を
目
的
に
令
和
４
年
度

か
ら
開
始
し
、
毎
年
３
路
線
程

度
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
整
備
計
画
と
本
工
事
は

別
々
に
進
め
て
い
た
が
、
整
備

路
線
を
選
定
す
る
際
の
要
素
に
、

自
転
車
走
行
空
間
と
し
て
整
備

し
た
レ
ー
ン
等
へ
の
接
続
を
検

討
し
て
い
く
。
周
知
方
法
は
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
事
業

内
容
等
を
掲
載
し
て
い
く
。

自
転
車
走
行
環
境
整
備
工
事
の
詳
細
は

毎
年
３
路
線
程
度
の
整
備
を
予
定

久
保
川
隆
志
議
員

（
公
明
党
）

　

本
市
は
、
飼
い
主
の
い
な
い

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
等
や
、

譲
渡
を
前
提
と
し
た
保
護
猫
に

対
す
る
入
院
や
検
査
に
伴
う
医

療
費
全
般
に
つ
い
て
も
助
成
制

度
を
拡
大
し
て
い
る
。
不
妊
去

勢
手
術
を
せ
ず
に
飼
育
す
る
こ

と
か
ら
発
生
す
る
多
頭
飼
育
問

題
の
解
決
策
と
し
て
、
本
手
術

費
等
の
助
成
対
象
を
飼
い
主
の

猫の不妊去勢手術費

い
る
猫
に
も
拡
大
で
き
な
い
か
。

答　
本
市
は
現
在
、
市
民
の
生

活
環
境
に
影
響
の
大
き
い
飼
い

主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢
手

術
等
の
助
成
を
実
施
し
て
い
る

が
、
飼
い
主
の
い
る
犬
や
猫
も

助
成
の
対
象
と
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
頭
飼

育
問
題
の
未
然
防
止
の
た
め
、

助
成
対
象
と
し
て
拡
大
で
き
な

い
か
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

飼
い
主
の
い
る
猫
も
対
象
に
で
き
な
い
か

調
査
研
究
し
て
い
く

道 路 交 通 ペット・動物 環 境

常 任 委 員 会 の 視 察
総務委員会
【日　程】令和７年10月21日～23日
【視察地及び視察項目】
・大垣市　生成ＡＩの利活用について
・安城市　生成ＡＩの利活用について
・東海市　コミュニティを中心とした地域
　　　　　連携体制について
【主な視察内容】
　大垣市では、各部署の特性に応じたＡＩ技術の導入を進めており、ＡＩ道路面診断システムによる道路
損傷の自動診断や、市の保有情報を学習させたＦＡＱシステム「ＡＩ－ＦＡＱ」などを活用している。安
城市では、令和６年度から生成ＡＩサービスを活用し、業務活用支援を実施していたが、７年度からは、
より高性能かつ拡張性の高い生成ＡＩサービス「ＧａｉＸｅｒ」へと切り替え、全庁規模でのＡＩ活用を
推進している。東海市では、地域の力がこれまで以上に重要となることから、コミュニティを中心とした
地域連携体制の強化に取り組んでおり、地域力の向上と人材育成を図るため、職員の派遣、地域特性に応
じた活動拠点の設置、コミュニティに対する補助金・交付金の統合など、様々な支援を実施している。

大　垣　市

健康福祉委員会
【日　程】令和７年10月29日～31日
【視察地及び視察項目】
・春日市　福祉ぱれっと館について
・久留米市　結婚新生活支援補助金について
・福岡市　おむつと安心定期便について

【主な視察内容】
　春日市では、生活支援、就労支援、早期療育など、障がい者の自立支援の施設として、また、障がい者
福祉の拠点施設として「福祉ぱれっと館」を設置しており、障がいのある人もない人も自由に交流するこ
とができる機会と場を提供している。久留米市では、市内における結婚後の新生活を応援するため、新婚
世帯に対し、住宅賃借費用、住宅取得費用、住宅リフォーム費用及び引っ越し費用の一部を補助する事業
を行っている。福岡市では、子育て世帯が子どもプラザ、産後ケア、産後ヘルパーなどの子育て関連施設
やサービスを利用した際に電子スタンプを受け取り、そのスタンプを専用サイトで育児用品と交換するこ
とができる「おむつと安心定期便事業」を実施し、安心して子育てができる環境づくりを進めている。

福　岡　市

環境文教委員会 建設経済委員会
【日　程】令和７年10月21日～22日
【視察地及び視察項目】
・名古屋市　名古屋スポーツコミッションの
　　　　　　運営事業について
・小牧市　ＩＣＴ教育の取り組みについて

【主な視察内容】
　名古屋市では、市の特色を生かしたスポーツによる地域課題の解決、交流人口の増加、地域活性化、更に
は都市ブランドの向上という好循環を生み出していくため、「コーディネート」、「人材育成・派遣」、「調査・
研究」、「情報発信」の４つの事業を基幹事業として実施するスポーツコミッションを設立した。小牧市では、
市内小中学校においてコンピュータ教室の整備にいち早く着手するなど学校現場に必要なＩＣＴ環境の整備
に積極的に取り組んでいる。児童生徒への１人１台のタブレット端末導入後は、授業支援ソフトウェアや学
習ｅポータル等を活用し、各種連絡のデジタル化を進めており、令和３年度には、保護者連絡アプリを導入
し、教員と保護者間の連絡（保護者からの出欠連絡、学校からの配布文書等）をデジタル化している。

【日　程】令和７年10月20日～22日
【視察地及び視察項目】
・金沢市　金沢未来のまち創造館について
・佐久市　⑴デマンドワゴンさくっとについて
　　　　　⑵デジタル人材育成・育成就労支援プ
　　　　　　ロジェクト（Cosmosta+）について
・上田市　チケットＱＲについて
【主な視察内容】
　金沢市では、最先端技術を活用して新たなビジネスを展開する者等を支援すると共に、独創的で卓越し
た知識及び技能を持つ子どもを育成し、産業の振興に資するため、金沢未来のまち創造館を設置している。
佐久市では、複数の利用者の目的地・到着時刻をＡＩ配車システムにより計算し、複数の者が乗り合わせ
た上で目的地まで送迎するデマンド交通のほか、様々な業種で需要が高まっているデジタル人材を育成し、
就労を支援する市主催のプロジェクトである「Cosmosta+」を開始している。上田市では、物価高騰等
で影響を受けている市内経済の活性化を目的に、キャンペーン期間中に専用アプリからチケットを入手し、
市内の対象店舗で使用すると金額に応じて割引が受けられる消費喚起キャンペーンを実施した。

小　牧　市 上　田　市
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12月定例会　議案等の審議結果一覧

■賛否などが分かれたもの

件　　　　　　　名 公　明　党 創生市川・
自民党第１ 未来市川 創生市川・

自民党第２
新しい
流れ

地域政党
チーム

いちかわ

日本
共産党

市民
クラブ

れいわ・
無所属・
共生の会

会派に
所属し
ていな
い議員 審

　
議
　
結
　
果

西

村

　

敦

小
山
田 

な
お
と

川
畑
　
い
つ
こ

浅

野 

さ

ち

久

保

川 

隆

志

中

村 

よ

し

お

宮

本

 
 

均

大

場

 
 

諭

稲

葉 

健

二

つ
か
こ
し 

た
か
の
り

石
原 

た
か
ゆ
き

石
原
　
み
さ
子

小

泉
　

文

人

加

藤
　

武

央

岩

井
　

清

郎

竹

内
　

清

海

ほ
と
だ
　
ゆ
う
な

国
松
　
ひ
ろ
き

大
久
保
　
た
か
し

堀
内
　
し
ん
ご

中

山
　

幸

紀

加

藤
　

圭

一

細

田
　

伸

一

青
山
　
ひ
ろ
か
ず

松

永
　

鉄

兵

沢
田
　
あ
き
ひ
と

に
し
む
た
　
勲

石
原
　
よ
し
の
り

丸
金
　
ゆ
き
こ

野
口
　
じ
ゅ
ん

冨

家

　

薫

清
水
　
み
な
子

や
な
ぎ
　
美
智
子

廣

田
　

德

子

中

町
　

け

い

つ
ち
や
　
正
順

石
崎
　
ひ
で
ゆ
き

門

田
　

直

人

と
く
た
け
　
純
平

増

田
　

好

秀

太

田
　

丈
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〇市長提出

議　案 第29号 市川市住民基本台帳カードの利
用に関する条例の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ 可　決

〇議員提出

発　議 第25号
物価高騰に見合う生活保護基準
の引上げを求める意見書の提出
について

╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ／ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ 否　決

26号 スパイ防止法に反対する意見書
の提出について ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ／ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ╳ ○ 否　決

27号 議員定数削減に反対する意見書
の提出について ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ／ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ╳ ○ 否　決

28号
衆議院議員定数の削減について
慎重な議論を求める意見書の提
出について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ／ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ 可　決

32号 巨大災害発生に対する体制整備
を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ／ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ 可　決

33号 地方税財源の充実確保を求める
意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ／ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ 可　決

34号 脳脊髄液漏出症患者の救済を求
める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ／ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ 可　決

■全会一致で可決等されたもの
件　　　　　　　　　　　　　名

〇市長提出
議　案 第30号 市川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

31号 市川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正について
32号 市川市道路占用料条例の一部改正について
33号 令和７年度市川市一般会計補正予算（第４号）
34号 令和７年度市川市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
35号 令和７年度市川市介護保険特別会計補正予算（第２号）
36号 令和７年度市川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
37号 令和７年度市川市下水道事業会計補正予算（第２号）

38号
千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、千葉県市町村総合事務組
合の共同処理する事務の一部廃止及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部を改正する規
約の制定に関する協議について

〇議員提出
発　議 第29号 病院への緊急支援を求める意見書の提出について

30号 部活動の地域展開（移行）に対する国の財政支援を求める意見書の提出について
31号 保育士配置基準の引上げの早期完全実施とさらなる改善を求める意見書の提出について

※表の見方　○：賛成、╳：反対
※議長は表決に加わらないため、「／」と表示しています。
※各会派の名称及び所属議員は、採決時点のものとしています。
※議案等の全文及び全ての議案等の議員別の賛否は市公式ウェブ
　サイトに掲載しています。（右記２次元コード参照）
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タブレット端末・ペーパーレス会議システムの導入について

　市議会は、令和７年 12 月定例会よりタブレット端末及びペーパー

レス会議システムを導入しました。

　これまで紙媒体で配付していた議会関連資料を電子データに置き

換え、その電子データをタブレット端末で確認できるようにするこ

とで、ペーパーレス化による省資源化、議会運営の効率化、情報共

有の迅速化などを図り、議会及び議員活動の強化、ひいては市民サー

ビスの向上に努めていきます。

○令和８年定例会開会予定日○

２月定例会 ２月12日(木)
６月定例会 ６月５日(金)
９月定例会 ９月４日(金)
12月定例会 12月４日(金)
※�上記は予定であり、事情により変更され

る場合があります。

訂正とおわび

　「いちかわ市議会だよ

り」令和８年１月１日号

３面、議員 42 人年頭に

あたっての抱負「越川雅

史議員」の記事中「人口

干潟」とあるのは「人工

干潟」の誤りでした。

　訂正しておわびします。

・�請願とは、国や自治体など

に意見、希望、要望を述べ

ることです。憲法上、何人

に対しても権利として認め

られています。

・�陳情とは、一定の事項に利

害関係を持つ人が実情を訴

え、適切な対応を求めて国

や自治体に要望を述べるこ

とです。

◆請願・陳情について◆意見書
　12 月定例会には、意見書

案 10 件が提出され、議会は、

７件を可決し、３件を否決

しました。

　可決した意見書は、12 月

15 日に関係行政庁等へ送付

しました。

　（審議結果は上記及び左記

の表の通り）
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